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「
漢
文
」
に
対
す
る
高
等
学
校
と
大
学
の
隔
た
り
を
埋
め
る
た
め
に

ー
高
大
接
続
へ

の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
ー

m
高
等
学
校
国
語
科
「
漢
文
」
と
大
学
の

「中
国
古
典
文
学
」

日
本
に
お
け
る
「
漢
文
」
と
は
何
か
を
端
的
に
言
え
ば
、
古
典
中
国
語

の
文
語
文
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
古
代
中
国
語
の
書
き
言
葉
を
用
い

た
文
章
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
漢
文
」
は
外
国
語
で
書
か

れ
た
文
章
な
の
だ
が
、
高
等
学
校
ま
で
の

「漢
文
」
で
は
、
原
文
を
訓
読

と
い
う
方
法
を
用
い
て
訓
点
（
句
読
点
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
の
総
称
）

を
施
し
た
「
訓
読
文
」
を
主
と
し
て
扱
う
。
こ
れ
は
日
本
語
の
範
疇
で
あ

る
た
め
、
「
国
語
科
」
の
古
典
分
野
で
学
習
し
て
い
る
。
現
行
「
高
等
学

校
学
習
指
導
要
領
国
語
」
（
平
成
21
年
公
示
）
に
も
、

「古
典
の
教
材
に

つ
い
て
は
、
表
記
を
工
夫
し
、
注
釈
、
傍
注
、
解
説
、
現
代
語
訳
な
ど
を

適
切
に
用
い
、
特
に
漢
文
に
つ
い
て
は
訓
点
を
付
け
、
必
要
に
応
じ
て
KII

き
下
し
文
を
用
い
る
な
ど
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
」
I

と
明

示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
等
学
校
ま
で
は
原
則
と
し
て
白
文
は
扱
わ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
学
で
教
授
さ
れ
る
中
国
古
典
で
は
、
大
半
が
訓
点
の
な
い
漢

文
の
原
資
料
（
白
文
）
を
扱
い
、
必
要
に
応
じ
て

「漢
文
訓
読
」
、
あ
る

い
は
外
国
語
の
文
学
と
い
う
意
識
を
強
め
た

「
中
国
語
直
読
」
、
ま
た
は

そ
の
両
方
を
用
い
て
白
文
を
読
み
解
い
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
高
等
学
校
と
大
学
の
違
い
は
、
近
年
、
大
学
側
に
も
浸
透

し
つ
つ
あ
り
、
「
漢
文
学
」
や
「
訓
読
学
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
講
義

を
設
定
し
て
両
者
の
接
続
を
固
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
武
蔵
野
大
学
（
以

下
、
「
本
学
」
と
す
る
）
日
本
文
学
日
本
文
化
学
科
の

1
年
次
必
修
科
目

「漢
文
学
」
を
担
当
す
る
に
当
た
り
、
主
た
る
目
標
を
高
校
ま
で
の
「
漢
文
」

の
内
容
を
再
確
認
し
な
が
ら
大
学
の
中
国
古
典
へ
と
繋
げ
る
こ
と
に
設
定

し
た
。
具
体
的
に
は
、
漢
文
の
構
造
を
把
握
し
て
白
文
を
何
と
か
読
み
解

く
た
め
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
だ
と
考
え
「
復
文
」
2

を
実
践
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
証
し
た
い
。

②
学
生
の
「
漠
文
」
に
対
す
る
意
識
と
経
験
値

H
中
共
通
漢
文
教
材
の
分
析
と
そ
の
可
能
性

林

教

子
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2
 0
0
 
7
年
に
国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
実
施
し
た
「
教
育
課
程
実
施

状
況
調
査
l

で
は
、
「
高
校
生
の
約
7
割
が
漢
文
嫌
い
で
あ
る
」
と
い
う

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
錐
者
も
、
今
年
度

(
2
0
1
6
年
度
）
本
学

で
「
漢
文
学
」
を
履
修
し
て
い
る
学
生
を
対
象
に
、
「
漢
文
」
に
対
す
る

意
識
と
学
習
状
況
を
把
握
す
る
た
め
「
漢
字
・
漢
文
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
調
査
と
同
様
、

漢
文
を
嫌
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
大
学
で
の
「
漢
文
学
」
の
授
業
に
も
不

安
感
を
抱
く
学
生
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
情
報
化
社
会
の
影
響
下
に
お
い
て
、

漢
字
を
手
書
き
し
た
り
、
紙
媒
体
の
辞
書
で
調
べ
た
り
す
る
機
会
の
減
少

も
含
め
、
漢
字
文
化
そ
の
も
の
に
接
す
る
機
会
が
乏
し
く
な
っ
て
い
た
。

（
結
果
の
詳
し
い
分
析
は
本
論
文

[II
」
で
述
べ
る
）

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
高
等
学
校
と
大
学
の
古
典
学
習
を

繋
げ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
が
有
効
か
論
じ
て
み
た
い
。

③
日
中
共
通
の
漢
文
教
材
の
活
用

本
論
文
で
は
、
古
典
学
習
の
高
大
接
続
の
―
つ
の
手
段
と
し
て
、
中
国

の
「
語
文
」
（
日
本
の
「
国
語
」
に
相
当
す
る
教
科
）
の
教
科
書
と
そ
の

教
師
用
指
導
書
を
参
考
に
し
た
指
導
法
を
検
証
す
る
。
両
国
の
国
語
教
科

書
は
、
漢
文
分
野
に
お
い
て
、
李
白
•
杜
甫
•
白
居
易
等
の
漢
詩
や
『
論

語
』
『
史
記
』
な
ど
多
数
の
共
通
教
材
を
採
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
学
習
内
容
や
指
導
方
法
を
、
教
科
書
だ
け
で
な
く
教
師
用
指
導
用

も
対
象
と
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

近
年
、
日
中
両
国
で
は
様
々
な
教
育
改
革
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
基
本
方
針
に
も
多
く
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に

2

0
0
0
以
降
の
主
な
教
育
改
革
を
簡
潔
に
示
し
て
お
き
た
い
。

《
中
国
の
「
課
程
標
準
」
3

と
日
本
の
「
学
習
指
導
要
領
」
の
基
本
方
針

比
較
》

中
国
「
課
程
標
準
」

•
2
0
0
1

年
「
全
日
制
義
務
教

育
語
文
課
程
標
準
（
実
験
稿
）
」

制
定
〈
応
試
教
育
（
知
識
詰
込
み
型
）
〉

か
ら
〈
素
質
教
育
（
自
己
の
資

質
重
視
）
〉
へ
の
転
換

※
附
録
~
《
古
詩
文
背
誦
推
薦
篇
》

(120
篇）

•
「
義
務
教
育
語
文
課
程
標
準
(
2

0
1
1
年
版
）
」
制
定

〈
探
求
式
・
対
話
式
学
習
〉
の

一
層
の
推
進

〈
実
践
重
視
〉
〈
多
読
多
写
〉

※
附
録
~
《
古
詩
文
背
誦
推
廊
篇
》

(135
篇）

日
本
「
学
習
指
導
要
領
」

.
2
 0
0
 
8
i
2
 0
0
 
9

（
平
成

2
0
i
2
1
)
年

改

訂

〈
「
知
識
基
盤
社
会
」
に
お
け
る
生

き
る
力
〉
の
育
成
〈
伝
統
的
言

語
文
化
と
国
語
に
関
す
る
事
項
〉

の
設
置
※
小
学
校
か
ら
漢
文
必
修

.
2
0
1
6
（
平
成
28)
年
8
月

「
次
期
学
習
指
祁
要
領
等
に
向
け

た
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
ま
と
め
」

（
「
中
教
審
・
報
告
」
）
〈
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
）
〉

※
学
習
内
容
は
削
減
し
な
い

こ
の
表
か
ら
、
両
国
の
教
育
基
本
方
針
に
は
、
自
己
の
素
質
を
諄
重
し
、
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①
「
漢
字

・
漠
文
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
結
果
の
分
析

本
学
の

「漢
文
学
」
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
目
的
[
「漠
字
・
漢
文
」
に
対
す
る
意
識
ヽ
及
び
高
等
学
校
ま

で
の
学
習
状
況
の
把
握
。

調
査
対
象
二
武
蔵
野
大
学
「
漠
文
学
」
（
日
本
文
学
文
化
学
科
1
年

必
修
）
第
3
学
期
履
修
者

調
査
時
期
；

2
0
1
6
年
9
月

調
査
人
数
（
回
答
率
）
二

101
人

(93
.
5
%
）

ま
ず
、
出
身
校
に
よ
っ
て
「
漢
文
」
の
授
業
の
実
施
状
況
に
も
差
異
が

あ
る
こ
と
を
想
定
し
、
高
等
学
校
で
の
漢
文
の
履
修
状
況
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
複
数
回
答
）

.
1
年
次
に
学
ん
だ
：
．49
％

I

学
生
の
「
漢
文
」
に
対
す
る
意
識
と
学
習
状
態

学
習
者
の
主
体
的
な
学
習
を
重
視
し
つ
つ
、

自
国
の
伝
統
文
化
の
継
承
を

目
指
す
等
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
基
礎
学
力
を

担
保
す
る
た
め
に
学
習
内
容
は
削
減
し
な
い
点
も
同
様
で
あ
る
。

中
国
で
は

2
0
0
 
0
年
以
降
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
「
課
程
標
準
」
に

依
拠
し
た
教
科
書
が
複
数
の
民
間
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

学
習
内
容
や
指
導
方
法
に
は
、
日
本
の
古
典
教
育
に
も
有
意
義
な
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

学
に
お
け
る
中
国
古
典
教
育
の
導
入
法
に
つ
い
て
提
言
を
試
み
た
い
。

.
2
年
次
に
学
ん
だ
…

6
8
%

.
3
年
次
に
学
ん
だ
…

4
5
%

.
3
年
間
学
ん
だ
…

2
4
%

.
1
年
次
の
み
学
ん
だ
：
・1
5
%

.
2
年
次
の
み
学
ん
だ
…

2
7
%

.
3
年
次
の
み
学
ん
だ
…

8
%
。

・
漢
文
の
授
業
は
な
か
っ
た
：
．

5
％

こ
の
調
査
で
は
、
約
95
％
の
学
生
が
漢
文
の
学
習
を
し
て
い
た
。
こ
れ

は
、
漢
文
分
野
を
含
む
「
国
語
総
合
」
が
高
等
学
校
で
共
通
必
履
修
科
目

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
3
年
間
学
ん
だ
学
生
も
24
％
い
る
。
約

半
数
の
学
生
は
、

2
、
3
年
次
も
「
古
典
B
」
等
を
選
択
履
修
し
て
漠
文

を
学
習
し
て
い
る
よ
う
だ
。

2
年
次
に
漢
文
を
学
習
す
る
ケ
ー
ス
が
最
も

多
い
の
は
、

1
年
次
で
古
文
文
法
を
学
ん
だ
後
、
漢
文
の
学
習
に
入
る
と

い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

高
等
学
校
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容
は

《
図
表

O
》
の
と
お
り
で
あ
る
。

「返
り
点
」
を
学
び
、
「
書
き
下
し
文
」
に
し
て
現
代
語
訳
す
る
と
い
う
指

遅
法
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

次
に
、
《
図
表
R
》
で
、
「
国
語
」
の
中
で
最
も
好
き
な
分
野
に
つ
い
て

聞
い
た
結
果
を
示
す
。
「
漢
文
が
好
き
」
な
学
生
は

2
％
し
か
お
ら
ず
漢

文
嫌
い
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
代
文
や
古
文
と
比

較
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
漢
文
も
で
き
れ
ば
好
き
に
な
り
た
い
と
コ
メ
ン

ト
し
た
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
「
漢
文
」
に
対
す
る
印
象
を
尋
ね
た

《
図
表
R
》
で、

「
と
て
も
好
き
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き
」
の
合
計
が
約
4
割
と

- 50 -
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具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と

に
興
味

•

関

心
が
あ
る
か
は
概
ね

次
の
よ
う
な
結
果
で

あ
っ
た
。
（
複
数
回

答
可
で
選
択
）

O
H
中
両
国
文

化
・
文
学
・
考
え

方
の
異
同
：

30
人

〇
故
事
成
語
な
ど

の
意
味
：
25
人

0
中
国
文
化
・
文

R中国文化・文学に対する

典味• 感心

い
う
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

漢
文
が
好
き
な
理
由
に
つ
い
て
は
、
《
図
表

O
》
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、

そ
の
ス
ト
ー
リ
の
面
白
さ
を
挙
げ
る
学
生
が
最
も
多
か
っ
た
。
注
目
す
べ

き
は
、
「
訓
点
が
あ
れ
ば
読
め
る
か
ら
」
が
そ
の
次
に
多
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
自
由
コ
メ
ン
ト
欄
に
も
、

10
人
程
度
の
学
生
が
、
漢
文
は
難
し
い

が
、
だ
か
ら
こ
そ
訓
点
や
辞
書
を
駆
使
し
て
自
力
で
読
め
た
時
の
喜
び
を

書
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
学
の
講
義
で
は
白
文
が
読
め
る
よ
う
な

指
導
を
期
待
す
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
《
図
表
®
》
「
中
国
文
化

・

文
学
に
対
す
る
興
味
•
関
心
」
の
調

査
結
果
で
も
、
「
と
て
も
あ
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
あ
る
」
と
答
え
た

学
生
が
約
4
割

(40
人
）
い
た
。

(
2
人）、

(
4
人）

学
が
日
本
に
与
え
た
影
響
…
23
人

0
歴
史
的
背
景
や
歴
史
上
の
人
物
…
22
人

0
中
国
の
食
文
化
：
20
人

〇
漢
詩
や
詩
人
・
・
・
19
人

〇
諸
子
百
家
な
ど
の
思
想
：
16
人

0
そ
の
他
…
伝
統
的
な
音
楽

(2
人
）
、
伝
説
・
民
話
な
ど

服
飾
文
化

(
2
人）

し
か
し
、
こ
の
結
果
は
同
時
に
、
日
本
文
化
・
文
学
を
専
攻
す
る
学
生

の
約
6
割

(60
人
）
が
漢
文
を
敬
遠
し
て
い
て
、
中
国
文
化
・
文
学
に
も

興
味

•

関
心
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
漢
文
が
嫌
い
な
の
か
、
そ
の
主
な
理
由
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
（
複
数
回
答
可
で
選
択
）

〇
漢
文
法
（
漢
文
の
句
形
）
が
わ
か
ら
な
い
：

942
人

〇
訓
読
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
：
28
人

0
書
き
下
し
文
が
難
し
い

•
•
•
2
6
人

0
作
品
の
内
容
が
難
し
い
…
18
人

〇
漢
字
が
苦
手
：
18
人

〇
漢
文
に
興
味
が
な
い

・:
27
人

0
そ
の
他
：
授
業
で
内
容
が
わ
か
っ
て
も
結
局
一
人
で
読
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い

(
5
人）

英
語
と
違
っ
て
句
形
を
覚
え
て
も
自
力
で
読
め
な
い

漠
字
を
見
た
だ
け
で
頭
が
痛
く
な
る

(
4
人）

長
す
ぎ
る
と
眠
く
な
る

(
3
人）

歴
史
的
背
景
が
複
雑

(
3
人
）
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漢
文
嫌
い
の
傾
向
に
あ
る
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
漢
文
旬
形
等
の
文
法

学
習
が
嫌
だ
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
自
由
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
訓
点
や
漢
文
旬
形
を
足
見
え
て
も
白
文
が

読
め
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は

鋭
い
指
摘
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
漠
文
の
授
業
が
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
心
に
残
っ
て
い
る
教
材
作
品
が
皆
無
に
等
し
い
点
も
看
過
で

き
な
い
。
こ
れ
は
、
「
好
き
」
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き
」
と
答
え
た
学

生
も
同
様
で
、
作
品
の
歴
史
的
背
景
や
地
理
的
関
係
の
知
識
は
ほ
ぼ
な
い

に
等
し
か
っ
た
。
結
局
、
学
習
内
容
を
断
片
的
に
し
か
鴬
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

②
課
題
の
所
在
と
そ
の
改
善
の
方
法

大
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
知
識
を
繋
げ
て
、
よ
り
確
か
な
知
識

と
し
て
定
着
さ
せ
る
過
程
が
必
要
と
な
る
。

1
年
次
の
「
漢
文
学
」
で
、

中
国
古
典
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
課
題
は
、

2
年
次
以
降
の
中
国
古
典
の
指
導
法
に

も
あ
る
。
筆
者
は
今
年
度

(
2
0
1
6
年
度
）
第
4
学
期
か
ら

3
年
生
を

対
象
と
し
た
和
漢
比
較
文
学
の
講
義
（
「
漢
文
学
中
国
文
学
研
究
I
」
)
を

担
当
す
る
の
だ
が
、
本
章

mの
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え

る
と
、
最
初
か
ら
学
生
に
馴
染
み
の
な
い
両
国
の
古
典
を
比
較
教
材
に
す

る
の
は
や
や
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
れ
は
現
在

の
文
学
部
系
の
学
生
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
日
中
両
国
共
通
の
古
典
教
材
は
、
比
較
文
学

思
想
は
訳
し
て
も
意
味
が
わ
か
ら
な
い

(
2
人）

皿
日
中
共
通
の
漢
詩
教
材
を
使
用
し
た
指
導
に
つ
い
て

研
究
の
導
入
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
近
年
の

教
育
改
革
に
お
い
て
は
日
中
間
で
共
通
点
が
多
く
、
古
典
学
習
の
内
容
や

指
導
法
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
何
よ
り
も
既
習
の
教
材
作
品
は
漢
文
を

苦
手
と
す
る
者
に
親
し
み
と
安
心
感
を
も
た
ら
し
、
新
た
な
学
問
領
域
に

進
む
際
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。
自
身
が
学
ん
で
き
た
漢
文
教
材
が
、
中

国
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
は
、
興
味
•
関
心
を
喚
起
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
以
下
で
、
古
典
教
材
の
中
で
も
特
に
漢
詩
教
材
を

扱
っ
た
指
導
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
な
ぜ
漢
詩
教
材
に
着
目
す
る
の
か

漢
詩
の
よ
う
な
韻
文
は
、
朗
読
•
暗
誦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
に
刻

み
込
ま
れ
、
血
肉
化
し
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
度
学
習
し
た
内
容
を

変
更
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
漢
詩
は
、
古
来
、
訓

読
と
い
う
独
特
の
方
法
で
、
原
詩
に
触
れ
な
が
ら
同
時
に
日
本
語
の
文
語

文
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
自
国
の
文
学
の
よ
う
に
愛
誦
し

て
き
た
。
訓
読
し
た
文
語
文
は
、
漢
文
訓
読
体
と
し
て
そ
の
リ
ズ
ム
を
身

体
で
感
じ
な
が
ら
、
詩
情
を
心
に
刻
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
丘
身
体

化
・
内
在
化
ク
と
も
言
え
る
漢
詩
の
受
容
と
そ
の
学
習
法
に
つ
い
て
松
浦

友
久

(
2
0
0
 
2
)
は
、
「
訓
読
漢
詩
は
最
初
に
覚
え
た
読
み
を
替
え
る

の
に
違
和
感
が
大
き
い
」
4

と
述
べ
て
い
る
。

現
行
の
学
習
指
導
要
領
（
平
成

2
0
S
2
1
年
告
示
）
53

で
は
、
小
学
校
高

学
年
か
ら
「
親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章
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に
つ
い
て
、
内
容
の
大
体
を
知
り
、
音
読
す
る
こ
と
。
」
（
〔
伝
統
的
な
言

語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
ア
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す

る
事
項
）
と
し
、
中
学
校
で
も
「
古
文
や
漢
文
を
音
読
し
て
、
古
典
特
有

の
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
な
が
ら
、
古
典
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
l

と
し
て
、

音
読
も
重
視
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
小
学
校
で

は
音
読
し
て
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
こ
と
が
主
た
る
学
習
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
で
も
伝
統
的
に
古
典
詩
の
暗
記
・
暗
誦
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
課

程
標
準

(
2
0
1
1
年
度
版
）
」
で
は
、

9
年
間
の
義
務
教
育
期
間
中
に

背
誦
（
暗
誦
）
を
推
奨
す
る
古
典
詩
と
し
て
、

135
篇
を
リ
ス
ト
化
し
て
掲

げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
中
両
国
に
お
い
て
初
等
教
育
の
段
階
か
ら
、
程
度
の
違
い

は
あ
る
が
、
漢
詩
を
朗
読
•
暗
誦
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
日

本
で
は
原
詩
を
訓
読
で
読
み
、
漠
文
訓
読
調
の
日
本
語
文
を
暗
誦
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
作
品
を
学
習
し
て
も
両
者
間
に
解
釈
や
詩
趣
の

感
じ
方
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
違
い
の
検
証
を
和

漢
比
較
文
学
研
究
の
導
入
に
取
り
入
れ
る
の
で
あ
る
。
既
習
の
漢
詩
が
学

習
者
の
身
体
に
内
在
化
し
て
い
れ
ば
、
比
較
の
対
象
が
自
分
自
身
と
い
う

こ
と
に
な
り
学
習
効
果
も
大
き
い
と
考
え
る
。

②
本
文
に
異
同
の
あ
る
漠
詩
作
品

日
中
両
国
で
親
し
ま
れ
て
い
る
漠
詩
で
も
、
教
科
書
記
載
の
本
文
に
異

同
が
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
中
国
の
小
学

1
年
級
（
日
本
の
小
学
校

1
年
生
に
当
た
る
）
の
「
語
文
」
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
静
夜

思
」
（
李
白
）
を
示
す
。
6

こ
れ
は
、
現
在
、
最
も
採
択
さ
れ
て
い
る
人
民
教
育
出
版
社
の
教
科
瞥

現
在
で
は
、
日
本
の
も
の
が
李
白
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
中
国
の
語

ご
静

白李

炉
夜
sl

思

誓
Shi

是
羹
岱
＾

『
床
丘
{
拉
挙
由
低

林
前
看
月
光
疑
是
地
上
霜

挙
頭
望
山
月
低
頭
思
故
郷

（
※
傍
線
部
が
異
な
る
箇
所
で
あ
る
）

yue guang 

月光，
如 ngs紐 ng

上霜。
ming yue 

明月，
, J) xlting 

故 9。

•
『
明
d
i地
・
『
望
S
i思

挙

多

光

故
床

低

夜

望

静

失

本
文
だ
が
、
そ
の
他
の
主
な
出
版
社
で
あ
る
江
群
教
育
出
版
社
、
北
京
師

範
大
学
出
版
社
の
教
科
書
も
同
様
の
本
文
を
載
せ
て
い
る
。
一
方
、

H
本

で
一
般
に
通
行
し
て
い
る
も
の
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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2
0
1
6
年
11
月
実
施

①
日
中
共
通
の
漢
詩
教
材

現
在
、
中
国
で
最
も
シ
ェ
ア
の
高
い
人
民
教
育
出
版
社
「
語
文
」
の
義

務
教
育
課
程
か
ら
高
中

（
日
本
の
高
等
学
校
に
当
た
る
）
課
程
ま
で
の
教

科
書
に
は

138
篇
の
古
典
詩
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
日
本
と
共
通

し
て
い
る
も
の
は
31
篇
で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
日
本
の
教
科
書
の
採
録
頻

度
が
高
く
、
か
つ

一
般
に
も
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、
そ
れ
ら
が
ど

の
程
度
本
学
の
学
生
に
定
着
し
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

《
日
中
共
通
漠
詩
教
材
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
》

N

日
中
共
通
の
定
番
教
材
の
比
較
と
指
導
実
践
へ

の
活
用

文教科書のものは、消朝以降に見える素性不明の作であること

は確定していると言ってよい。7しかし、教師用指導書で参照

されている「唐詩鑑賞辞典」（上海辞書出版社1983年）も、

「明月光」・「明月」としており、日中間で全く異なる状況と

なっている。

築者は、2013年度に本学の「漢文学研究I」(2年次選

択科目）を担当したが、その時に履修していた中国人留学生が

「静夜思」の異同に気付き、大変驚いていた。小学生の頃から

親しんでいるので「山月」とするのに抵抗はあるが、今まで正

しいと思い込んでいたことが、実はそうではないことがわかっ

てよかったと言っていた。このような気付き積み重ねが大切だ

と考える。

② 逗湛 鸞A 2ず春 古中看夜静 部ヽ漢
白句 ③一 暁 B 1る 詩

＜＾  中小＾
①①  -、思

＾ ~ 江 B 3 5春 中小 ＾ 括
固碧名 ②②①  眠 3 5 林前 弧,~ 国小暁 ①①  内

総 6を
国小塁月

は
⑦③梵 総 6 冒

B鳥 古中え ⑧①  頭

6 25 

゜
た雷

~ ← 人→ ~ 

し

10 23 3 るえよ

因i
19 24 6 ていだ

い覚ぇ い
るた

17 14 16 いな覚え あま

いてり

16 6 18 なえ全
いて覚く
Vヽ

33 ， 59 いや
なつ
いて

《
日
中
共
通
漢
詩
教
材
定
着
度

一
覧
表
》

調
査
対
象
こ
漢
文
学
履
修
者
回
答
者
数
（
率
）
は
皿
人

(
9
8
%
）

※
教
材
作
品
に
は
、
採
録
さ
れ
て
い
る
校
種
・
科
目
と
採
録
し
て
い
る

発
行
者
数
を
記
し
た
。

（
例
小

5
①
i

小
学
校
5
年
生
の
教
科
書
1
社
で
採
録
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
。）

※
漢
詩
は
、
「
語
文
」
教
科
書
で
学
習
す
る
順
に
配
列
し
た
。
（
最
初
の

二
重
傍
線
（
「
竹
里
館
」
ま
で
）
が
小
学
課
程
、
次
の
傍
線
部
（
「
月

下
独
酌
」
ま
で
）
が
中
学
課
程
、
そ
れ
以
降
は
高
中
8

課
程
）

※
調
査
対
象
者
に
は
、
各
漢
詩
に
対
し
て
最
も
当
て
は
ま
る
項
目
に

O

印
を
付
け
て
も
ら
っ
た
。
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右図中に太字で示したように、「春暁」と「春望」の定箔度
古ん長 国し 登 B酒月 鸞A雲黄 境飲 の石 冑国在春 箋 竹 中陵黄 中の送Bじ恨 鸞総て高 ④独下 に鶴 に酒 村壕 り望 の里 鸞2 ~、 餞

凰@ 3朝元⑩古 て歌 猿＾ り独 乗楼 〗記 に吏 邑館

薗＇ 3 故人楼送 雨二

① A 傾 へ漠 Br塁
酌酌 ③ Bじ＾ 投さ.~ 暮 中国

古 ＾ 
軽 使

国皇 み＾ て昔 古 を A 2破 B 独 西孟 塵安

を色
⑤ 哀に て化"' 去 人 B 結 れ ①③ れ

③ 坐り の浩 を西
し天

：間 り已 ⑥ び
古:- 中て 方然 氾、口訴ぅ屑ヘ

思 を B -
み高 - に て ⑤石 3山 す ．之

~う ~ ~< 古壺 古白 人 壕 ② 河 幽 ↓広 -すパ城

1 2 2 1 1 

゜
16 

゜
8 2 

4 1 5 5 

゜
3 17 3 17 6 

10 7 7 10 2 3 24 5 27 14 

13 19 16 14 ， 7 16 10 13 14 

11 8 11 13 16 19 15 13 13 10 

62 64 60 58 68 69 2 71 23 33 

m
教
科
吾
に
お
け
る
「
春
望
」
の
日
中
比
較

杜
甫
の
「
春
望
」
は
日
本
人
に
馴
染
み
の
深
い
漠
詩
の

―
つ
で
あ
る
。

首
聯
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
城
春
に
し
て
草
木
深
し
」
は
人
口
に
腑
灸

し
、
日
本
人
が
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
る
時
、
そ
こ
に
は
「
人
と
自
然
の

関
わ
り
」
に
つ
い
て
あ
る
種
の
詩
情
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
家
の

中
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
中
国
で

は
原
詩
の
ま
ま
で
読
み
、

日
本
で
は
訓
読
に
よ

っ
て

「漢
文
訓
読
体
」
に

変
換
さ
れ
た
詩
を
読
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
双
方
に
は
何
等
か
の
異
同

が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
項
で
は
、
日
中
両
国
の
教
科
書
及
び

教
師
用
指
導
書
か
ら
解
釈
や
指
導
法
の
相
違
点
を
検
証
し
、
大
学
で
の
指

導
法
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

「
春
望
」
の
教
科
書
に
お
け
る
扱
い
方
に
は
日
中
両
国
で
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
る
。

学
習
の
系
統
性

•

関
連
性
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
中
国

で
は
杜
甫
の
他
の
時
期
の
作
品
と
関
連
付
け
て
詩
風
の
変
化
を
学
ぶ
単
元

が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
方
、
日
本
で
は
古
文
分
野
の

「お
く
の

ほ
そ
道
」

（平
泉
）
の
典
拠
と
し
て
関
連
学
習
し
、
漢
詩
が
日
本
文
学
に

与
え
た
影
響
の

一
端
を
学
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

V が
極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
暗
唱
し
た
人
数
は
「
春
暁
」
の
方
が
多

い
が
、
こ
の
漢
詩
は
日
中
共
に
ご
く
入
門
期
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
教
科
書

の
記
述
も
比
較
す
べ
き
内
容
に
乏
し
い
。

そ
の
た
め
本
論
文
で
は
、
次
章
以
下

「春
望
」
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
。

教
材
と
し
て
の
「
春
望
」
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mー
1
．
教
材
「
春
望
」
の
学
習
の
ね
ら
い

現
行
最
新
版
の
人
民
教
育
出
版
社
8
年
級
（
日
本
の
中
学
2
年
生
に
相

当
）
の
教
科
書
で
、
「
春
望
」
は
【
杜
甫
詩
3
首
】
と
い
う
単
元
で
、
「
望

岳
」
「
石
豪
吏
」
と
関
連
付
け
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

1
i
7
年
級
ま
で
の

教
科
書
で
は
漢
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
教
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
単
元
で

初
め
て
関
連
学
習
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

単
元
の
冒
頭
に
は
、
学
生
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
「
単
元
の
ね
ら
い
」

が
示
さ
れ
て
い
る
。

杜
甫
は
唐
代
の
大
詩
人
で
す
。
彼
の
詩
は
唐
王
朝
の
盛
衰
を
反
映

し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
詩
史
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
首

の
詩
は
異
な
る
時
代
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

「
望
岳
」
は
「
開
元
の
治
」
の
全
盛
期
、
杜
甫
一
一
十
四
、
五
歳
の

時
の
作
で
す
。
「
春
望
」
と
「
石
豪
吏
」
は
「
安
史
の
乱
」
の
前
期

の
作
で
、
杜
甫
は
す
で
に
中
年
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

詩
の
作
風
の
変
化
に
注
意
し
て
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
ね
ら
い
」
は
日
本
の
古
典
教
育
へ
の
示
唆
に
富
む
。
日
本
で
も

杜
甫
の
詩
は
複
数
の
校
種
で
重
複
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
教
科
書
に
「
詩

史
」
と
い
う
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
李
白

の
「
詩
仙
」
に
対
し
て
「
詩
聖
」
と
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
り
、
な
ぜ
「
詩

聖
」
な
の
か
に
つ
い
て
も
深
く
言
及
し
な
い
。
自
国
の
古
典
で
あ
る
中
国

と
の
違
い
は
あ
っ
て
当
然
な
の
だ
が
、
杜
甫
の
活
躍
年
代
に
つ
い
て
も
、

日
本
で
は
脚
注
等
で
生
没
年

(
7
1
2
¥
7
7
0
）
を
記
し
、
「
盛
唐
の

詩
人
」
と
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
が
時
代
の
把
握
が

曖
昧
で
、
作
品
自
体
も
よ
く
覚
え
て
い
な
い
結
果
を
生
み
出
す
一
因
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
大
学
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
杜
甫
の
生
年
は
玄
宗

（
在
位
7
1
2
1
7
5
6
)
が
即
位
し
た
年
に
当
た
り
、
以
後
45
年
に
わ

た
る
治
世
が
杜
甫
45
歳
ま
で
の
前
半
期
の
詩
作
時
期
に
相
当
す
る
こ
と
を

押
さ
え
た
い
。
こ
の
年
代
は
、
唐
の
都
長
安
が
政
治
文
化
の
中
心
と
し
て

絶
頂
を
誇
っ
た
時
期
と
も
重
な
る
。

さ
ら
に
「
単
元
の
ね
ら
い
」
で
は
、
「
望
岳
」
「
春
望
」
「
石
豪
吏
」
を

通
し
て
作
風
の
変
化
を
読
み
取
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
学
段

階
の
学
習
活
動
と
し
て
は
か
な
り
高
度
で
、
指
示
内
容
も
抽
象
的
か
と
思

わ
れ
る
が
、
杜
甫
の
作
風
の
変
化
は
中
国
の
他
の
詩
人
と
比
べ
て
明
確
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
吉
川
幸
次
郎

(
1
9
5
4
)
，
は
、
他

の
中
国
の
詩
人
た
ち
を
引
き
合
い
に
出
し
、

「
あ
る
―
つ
の
型
に
到
達
す

る
と
、
そ
の
型
に
よ
っ
て

一
生
詩
を
作
る
と
い
う
の
が
、
む
し
ろ
定
石
」

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
杜
甫
の
場
合
は
特
殊
で
あ
っ
て
、
そ
の
詩
は
年

と
と
も
に
顕
著
な
成
長
を
と
げ
て
い
る
。
そ
の
精
神
の
成
長
の
あ
り
さ
ま

が
、
単
に
詩
に
歌
わ
れ
た
事
柄
ば
か
り
で
な
く
、
詩
の
味
わ
い
の
上
に
も

現
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
杜
甫
詩
の
「
成
長
過
程
」

の
検
証
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
大
学
の
「
漢
文
学
」
や
高
等
学
校
の

「古

典
B
」
等
で
可
能
で
あ
ろ
う
。

(
|
2
．
教
材
本
文
及
び
語
注

こ
こ
で
は
学
習
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
比
較
分
析
す
る
た
め
に
、
「
語

文
」
教
科
書
本
文
と
そ
の
語
注
、
及
び
日
本
の
中
学
校
教
科
書
の
一
般
的

な
語
注
を
示
す
。
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春

望

①

国
破
山
河
在
，
城
②
春
草
木
深
。

感
肘
花
浪
泊
，
恨
別
畠
椋
心
。

蜂
火
造
三
月
，

家
井
抵
万
金
。

白
失
掻
更
短
，
滓
欲
不
腔
舒
③°

【語
注

l
①
唐
の
粛
宗
至
徳
元
年

(
7
5
6
年
）
八
月
、
杜
甫
は
鄭

州
（
現
在
の
映
西
富
県
）
か
ら
、

霊
武
（
現
在
の
寧
夏
に
属
す
る
）

で
即
位
し
た
粛
宗
の
元
に
駆
け
付
け
た
が
、
途
中
で
反
乱
軍
に
捕
ま

り
、
そ
の
後
長
安
に
軟
禁
さ
れ
た
。
こ
の
詩
は
翌
年
一
二
月
の
作
で
あ

る
。

②

〔城
〕
長
安
城
を
指
す
。
当
時
、
反
乱
軍
に
占
領
さ
れ
て

い
た
。

③

〔
洋
欲
不
腔
箸
(
N
目）
〕
全
く
、
椿
さ
へ
挿
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
滓
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
完
全
に
。
普
は
、

一
種
の

髪
を
束
ね
る
髪
飾
り
lOO

＿日
本
の

一
般
的
な
中
学
校
国
語
の
語
注

l

1
春
望
…
春
の
眺
め
。

2
国
破
れ
て
…
国
の
都
が
破
壊
さ
れ
て
。
長
安
は
反
乱
軍
に
攻
め
破

ら
れ
て
。

3
城
：
城
壁
で
囲
ま
れ
た
都
市
。
「
国
」「
城
」
は
と
も
に
当
時
の
都

長
安
（
現
在
の
映
西
省
西
）
。

4
時
に
感
じ
て
は
…
戦
乱
が
続
く
時
世
の
あ
り
さ
ま
に
悲
し
み
を
感

じ
て
は
。

5
花
に
も
涙
を
漉
ぎ
：
．
花
を
見
て
も
涙
を
流
し

6
蜂
火
・
：
敵
の
来
襲
を
知
ら
せ
る
の
ろ
し
。
こ
こ
で
は
戦
乱
を
意
味

し
て
い
る
。

7
三
月
に
連
な
り
…
三
か
月
間
続
い
て
。

8
家
書
：
家
族
か
ら
の
手
紙

9
白
頭
掻
け
ば
更
に
短
く
…
頭
の
白
髪
は
か
く
た
び
に
抜
け
落
ち
て

薄
く
な
り
。

10
揮
べ
て
箸
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と
欲
す
：
・
全
く
管
を
さ
す
こ
と
も
で
き

な
い
ほ
ど
だ
。
「管
」
は
こ
こ
で
は
冠
を
固
定
す
る
ピ
ン
の
こ
と
。

既
に
「
静
夜
思
」
で
見
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
古
典
詩
も
簡
体
字
を
用

い
横
書
き
で
表
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
現
代
中
国
語
と
同
様
の
標
点
（
日

本
の
句
読
点
に
相
当
す
る
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
と
の
顕

著
な
違
い
で
あ
る
。

語
注
に
目
を
移
す
と
、
「
語
文
」
の
教
科
書
で
は
、
①
で
詩
の
詠
ま
れ

た
歴
史
的
背
景
や
経
緯
を
解
説
し
て
い
る
が
、
日
本
の
教
科
書
で
は
触
れ

て
い
な
い
。
現
在
、
日
本
で
は
全
て
の
中
学
校
の
教
科
書
に

「春
望
」
が

採
ら
れ
て
い
る
が
、
歴
史
的
経
緯
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
、

中
学
校
段
階
で
は
、
漢
詩
の
形
式
理
解
、
朗
読
•
暗
誦
、
及
び詩
情
や
作

者
の
心
情
の
大
ま
か
な
理
解
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
多
少
の
歴
史
的
経
緯
の
説
明
が
な
け
れ
ば
却
っ
て
心
情

理
解
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
「
国
語
総
合
」
の
教
科

因
で
も
、
「
当
時
、
長
安
は
安
禄
山
の
反
乱
軍
の
手
に
落
ち
、
杜
甫
は
軟

椋
状
態
で
あ
っ
た
」
程
度
の
説
明
が
付
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
日
本
の

教
科
昔
の
場
合
、
教
師
が
授
業
内
で
補
足
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
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も
言
え
る
。
そ
の
た
め
か
、
日
本
の
教
師
用
指
導
書
は
、
中
高
と
も
に
、

中
国
の
指
導
書
よ
り
も
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
解
説

の
専
門
性
が
高
く
情
報
醤
も
多
い
ゆ
え
に
、
教
師
は
ど
の
程
度
生
徒
に
教

え
れ
ば
よ
い
の
か
迷
う
場
合
も
あ
る
。
そ
の
際
、
「
語
文
」
教
科
書
の
解

説
が
―
つ
の
目
安
に
な
る
と
考
え
る
。

た
だ
、
「
語
文
」
教
科
書
の
語
注
③
〔
洋
欲
不
腔
管
〕
の
〔
管
〕
の
説

明
と
し
て
、
「
管
は
、
一
種
の
髪
を
束
ね
る
髪
飾
り
」
と
あ
る
の
は
学
習

者
の
誤
解
き
か
ね
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
中
学
校
国
語
」
の
語
注

10
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
。
本
学
の
「
漢
字
・
漢
文
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
、
自
由
記
述
欄
に
「
中
国
の
伝
統
的
な
服
飾
文
化
や
民
族
衣
装

に
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
見
ら
れ
た
。
「
管
」
や
「
冠
」
が
ど
の

よ
う
な
物
を
指
す
の
か
、
学
生
自
身
が
調
べ
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

(
|
3
.
「春
望
」
の
首
聯
の
解
釈
と
指
導

さ
ら
に
語
注
の
比
較
分
析
を
し
て
い
く
と
、
首
聯
に
関
す
る
解
説
に
違

い
が
認
め
ら
れ
る
。

「
語
文
」
ぶ
9

〔城
〕
長
安
城
を
指
す
。
当
時
、
反
乱
軍
に
占
領
さ
れ

て
い
た
。

「
中
学
校
国
語
」
；

2
国
破
れ
て
…
国
の
都
が
破
壊
さ
れ
て
。
長
安
は

反
乱
軍
に
攻
め
破
ら
れ
て
。

こ
の
一
―
つ
を
見
比
べ
る
と
、
当
時
の
国
都
長
安
の
情
況
に
つ
い
て
、
中

国
の
語
注
で
は
反
乱
軍
に
占
領
さ
れ
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
日
本
の
語
注
で
は
、
反
乱
軍
に
攻
め
破
ら
れ
て
破
壊
さ
れ
た
と
し
て

い
る
。
学
習
者
は
、
中
国
の
語
注
か
ら
長
安
は
陥
落
し
た
と
解
釈
し
、
日

本
の
語
注
か
ら
は
長
安
は
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
と
推
測
さ
れ

る
。で

は
、
当
該
箇
所
を
両
国
の
教
師
用
指
導
書
で
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
か
見
て
い
き
た
い
。
中
国
の
教
師
用
指
導
書
で
は
、
【
関
係
資
料
・

作
品
賞
析
】
で

「唐
詩
鑑
賞
辞
典
l

（
上
海
辞
書
出
版
社
・

1
9
8
3
年）

を
引
用
し
、
司
馬
光

(
1
0
1
0
|
1
0
8
6
)
の
『
温
公
続
詩
話
』
の

詩
評
を
載
せ
て
い
る
。

古
人
為
詩
、
貴
子
意
在
言
外
、
使
人
思
而
得
之
。
…
（
中
略
）
…
近

惟
詩
人
惟
杜
子
美
最
得
詩
人
之
体
。
：
・
（
中
略
）
…
山
河
在
、
明
無

余
物
突
。
草
木
深
、
明
無
人
突
o

l

〈
現
代
語
訳
〉
；
古
の
人
が
詩
を
つ
く
る
時
、
意
は
言
外
に
置
い
て
読

む
人
に
想
像
さ
せ
る
こ
と
を
責
ん
だ
。
（
中
略
）
近
世
の
人
で
こ
れ

を
体
得
し
て
い
る
の
は
、
杜
甫
を
お
い
て
他
に
い
な
い
。
（
中
略
）
「山

河
在
り
」
と
は
、
山
河
以
外
に
物
が
な
い
こ
と
明
ら
か
に
し
、
「
草

木
深
し
」
と
は
、
人
が
い
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

「人
」
と
「
自
然
」
の
対
比
に
甚
づ
い
て
、
「
人
」
で
あ

る
杜
甫
の
視
点
か
ら
「
自
然
」
と
捉
え
た
と
き
、
人
間
界
の
こ
と
な
ど
ま

る
で
意
に
介
さ
な
い
「
自
然
」
の
存
在
は
ど
う
映
る
の
か
。
川
合
康
造

(
2
0
1
2
)
は
、
「
「人
」
の
立
場
に
い
る
杜
甫
に
と
っ
て
、
頼
も
し
さ
を

覚
え
る
ど
こ
ろ
か
、
人
で
あ
る
こ
と
の
悲
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
」l

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
川
合
は
、

《
春
望
》
に
お
け
る
杜
甫
の
自
然
に
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対
す
る
想
い
を
《
望
岳
》
の
詩
情
と
比
較
し
て
、
「
「
望
岳
」
で
は
、
泰
山

の
た
た
ず
ま
い
に
全
面
の
信
頼
を
寄
せ
、
そ
れ
に
向
き
合
う
自
己
と
の
間

に
な
ん
ら
の
懸
開
を
挟
ま
な
か
っ
た
の
と
何
た
る
違
い
か
」
ー
と
述
べ
て

い
る
。
以
上
の
よ
う
な
対
比
を
踏
ま
え
て
、
首
聯
の
解
釈
を
簡
潔
に
示
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

「山
河
在
」↓
自
然
は
悠
久
不
変
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
頼
も
し
い
存
在

と
い
う
よ
り
は
、
人
間
の
存
在
な
ぞ
全
く
か
か
わ
ら

な
い
無
情
•
非
情
な
存
在
。

「
草
木
深
」
↓
戦
乱
を
避
け
人
民
は
都
か
ら
逃
亡
。
そ
の
た
め
人
影
の

な
い
長
安
城
市
は
、
草
木
だ
け
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

上
記
の
「
温
公
続
詩
話
j

は
、
日
本
の
ほ
ぼ
全
て
の
教
師
用
指
導
書
で

も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
「
無
余
物
突
」

「明
無
人
」
は

「言
外
の
意
」
と

捉
え
て
い
る
た
め
か
通
釈
に
は
訳
出
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
両
国
の
日

中
の
教
師
用
指
導
書
の
首
聯
の
通
釈
を
比
較
し
、
異
同
を
よ
り
明
確
に
把

握
し
て
い
き
た
い
。

「国
破
山
河
在
城
春
草
木
深
」
の
通
釈

0
中
国
「
語
文
」
の
教
師
用
指
導
書

国
都
在
洵
陥
后
巳
経
変
得
残
破
不
堪
，
然
而
山
河
依
旧
是
原
来
那
〈
I

様
子
i

春
天
降
臨
到
長
安
城
，
然
而
眼
前
却
是
乱
草
叢
生
。

国
都
は
陥
落
後
、
す
で
に
堪
え
難
い
ほ
ど
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

山
河
は
依
然
と
し
て
元
の
ま
ま
で
、
春
は
長
安
城
市
に
巡
っ
て
く
る

が
、
眼
前
は
却
っ
て
草
が
茫
々
と
生
い
茂
っ
て
い
る
。

O
H
本
「
国
語
総
合
」
の
教
師
用
指
導
書

国
都
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
自
然
は
依
然
と
し
て
そ
こ
に
在

り
、
春
が
巡
っ
て
く
れ
ば
長
安
城
市
は
ま
た
草
木
が
青
々
と
茂
っ
て

く
る
。

0
日
本
「
中
学
校
国
語
」
の
教
師
用
指
導
書

国
（
の
都
）
は
破
壊
さ
れ
て
も
山
や
河
は
（
元
の
ま
ま
）
存
在
し
て

お
り
、
（
長
安
の
）
町
は
春
に
な
っ
て
草
や
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

日
本
の
教
師
用
指
導
書
が
し
ば
し
ば
参
照
し
て
い
る
、
「
校
注
唐
詩

解
釈
辞
典
』
（
松
浦
友
久
編
・
大
修
館
書
店
・

1
9
8
7
年
）
の
通
釈
に
は
、

「
国
は
崩
壊
し
、
山
河
の
み
が
以
前
と
変
わ
ら
ず
に
存
在
し
て
い
る
。
こ

こ
長
安
も
春
に
な
れ
ば
、
草
や
木
が
昨
春
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
青
々
と
生

い
茂
げ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
通
釈
も
日
本
の
指
導
書
と
同
様
に
、
「
無
人
」

を
詩
句
の
直
接
的
表
現
と
い
う
よ
り
も
、
「
言
外
の
意
」
と
捉
え
、
表
面

に
は
明
示
し
て
い
な
い
。

②
日
中
両
国
が
想
起
す
る
情
景
|

「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」
を
巡
っ
て
1

「国
破
」
の
「
破
」
の
解
釈
に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
壊
滅
」
説
と
「
陥
落
」

説
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本
人
一
般
も
、
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」

に
よ
り
、
「
戦
後
の
焼
け
野
原
」
や
、
近
年
で
は
「

3
.
1
1
」
の
東
日

本
大
裳
災
の
風
景
な
ど
を
想
起
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
こ
の
日
本
人

の
共
通
認
識
に
つ
い
て
堀
誠

(
2
0
1
4
)
は、

「
戦
乱
に
よ
る
破
壊
と

自
然
の
た
く
ま
し
さ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
詩
的
な
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共
感
と
そ
の
文
学
的
な
需
要
が
基
底
に
働
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
」14

と
述
べ
て
い
る
。
堀
は
、
さ
ら
に
、
「
2
0
1
1
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

霞
災
の
経
験
を
通
し
て
も
、
杜
甫
の
「
春
望
」
と
い
う
詩
篇
が
演
じ
た
役

割
は
大
き
く
‘
―
つ
の
中
国
詩
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
日
本
の
風
上
に
架
橋
す

る
も
の
と
し
て
、
そ
の
教
材
を
活
か
す
こ
と
は
必
須
で
あ
る
」
ー
＇
と
し
て
、

漠
詩
の
受
容
を
古
典
の
世
界
に
と
ど
め
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
生
活
の
中

に
も
古
典
受
容
の
事
例
を
求
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
際
の
長
安
の
情
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
司
馬
光
の

「資
治
通
鑑
』
（
唐
紀
・
第
218
巻
・至
徳
元
年
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

壬
辰
、
召
宰
相
謀
之
。
〈
中
略
〉
甲
午
、
百
官
朝
者
什
無
―
―

―。

上

御
勤
政
棲
、
下
制
、
云
欲
親
征
、
聞
者
皆
莫
之
信
。

【
現
代
語
訳
】
~
（
楊
国
忠
か
ら
蜀
へ
の
行
幸
を
進
言
さ
れ
）
壬
辰
、

天
子
は
宰
相
ら
を
召
し
て
入
蜀
の
件
を
謀
ら
せ
た
。
〈
中
略
〉
甲
午
、

百
官
の
う
ち
出
廷
し
た
も
の
は
十
人
に
一
、
二
人
も
い
な
か
っ
た
。

天
子
は
勤
政
楼
に
お
出
ま
し
に
な
り
、
制
を
下
し
て
「
親
征
し
よ
う

と
思
う
」
と
言
わ
れ
た
が
、
誰
も
信
じ
な
か
っ
た
。

上
記
に
続
く
部
分
で
、
玄
宗
は
皇
太
子
（
後
の
粛
宗
）
、
楊
貴
妃
、
楊

国
忠
、
そ
の
他
の
ご
く
一
部
の
近
親
者
と
共
に
、
密
か
に
長
安
か
ら
脱
出

し
た
と
伝
え
て
い
る
。
佐
藤
正
光

(
2
0
1
4
)
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
か

ら
、
「
ほ
ぼ
無
血
開
城
の
状
態
で
反
乱
軍
が
入
城
し
占
拠
し
た
。
長
安
は
「
壊

滅
」
し
た
わ
け
で
は
な
く
「
陥
落
」
し
た
の
で
あ
る
。
」
16

と
し
て
い
る
。

史
実
と
し
て
は
、
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
中
国
で

VI 「
陥
落
」
説
が
有
力
な
の
は
こ
の
た
め
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
中
国
の
指
尊

書
の
首
聯
の
通
釈
が
、

「
国
都
は
陥
落
後
、
す
で
に
堪
え
難
い
ほ
ど
損
な

わ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
し
て
い
る
の
は
、
長
安
は
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
異
民
族
の
侵
入
を
許
し
、
国
都
と
し
て
の
威
光
を
失
っ

て
い
た
現
実
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
春
望
」
か
ら
見
え
る
古
典
教
育
の
課
題
と
そ
の
改
善
策

（

重
複
教
材
の
課
題

日
本
の
教
科
書
で
は
異
校
種
間
で
古
典
教
材
の
重
複
が
見
ら
れ
る
。
本

論
文
「
W
」
で
提
示
し
た

《
日
中
共
通
漢
詩
教
材
定
着
度

一
坤
墨
表
》
を
見

て
も
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
春
望
」
も
中
学
校
で
全
社
、

「国
語

総
合
」
で

8
社
、
「
古
典
A
」
で

1
社
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

H

本
の
学
校
現
場
で
は
、
「
春
望
」
は
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
（
平
泉
）
と
関
連

付
け
て
学
習
す
る
こ
と
も
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

「平
泉
」
の
章

段
も
、
中
学
校
で
全
社
、
「
国
語
総
合
l

で
8
社
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ

て
い
る
が
、
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
の
語

注
に
、
杜
甫
の

「春
望
」
の
首
聯
を
典
拠
と
し
て
示
し
て
、
「
「
国
破
山
河

在
…
・
:
」
に
よ
る
。
」
と
紹
介
し
て
い
る
だ
け
あ
る
。
教
科
書
自
体
か
ら
、

中
学
校
と
高
校
の
学
習
内
容
の
差
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
授
業
内
で
の
教
師
の
指
導
を
前
提
に
し
て
い
る
に
し
て
も
、
学
習

の
深
化
が
学
習
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
改
善
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

②
大
学
の
古
典
教
育
に
お
け
る
「
春
望
」
と
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
（
平
泉
）

大
学
の
古
典
学
習
に
お
い
て
は
、
比
較
文
学
研
究
の
観
点
か
ら
、
芭
蕉
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が

「春
望
l

の
首
聯
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
れ
を
「
平
泉
」
の
章
段
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
た
か
の
検
証
を
試
み
た
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
芭
蕉
に
と
っ
て
杜
甫
は
「
古
典
」
で
あ
る
。
芭
蕉

自
身
は
、

『杜
律
五
言
集
解
』
（
（
明
）
部
他
集
ぃ
（
明
）
陳
学
楽
校
）
の

注
釈
書
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
~
。
こ
の
注
釈
書
は
司
馬
光

の

『温
公
続
詩
話
』
を
載
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
芭
蕉
は
「
春
望
」

の
首
聯
か
ら
、
「
自
然
」
に
と
っ
て
「
人
」
と
は
取
る
に
足
ら
な
い
存
在

で
あ
り
、
無
情
な
「
自
然
」
を
眼
前
に
し
て
、
杜
甫
は
「
人
」
で
あ
る
悲

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
関
係
性
を
聯
想
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
平
泉
」
の
章
段
を
読
ん
だ
場
合
、
高
等
学
校
ま
で

の
授
業
と
は
異
な
る
情
景
の
想
定
が
可
能
か
ど
う
か
検
証
し
て
み
た
い
。

「
平
泉
」
章

段

本

文

三
代
の
栄
耀
一
睡
の
中
に
し
て
、
大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。

秀
衡
が
跡
は
田
野
に
な
り
て
、
金
鶏
山
の
み
形
を
残
す
。
（
中
略
）

さ
て
も
義
臣
す
ぐ
つ
て
こ
の
城
に
こ
も
り
、
功
名
一
時
の
叢
と
な
る
。

「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
と
、
笠
打
敷
て
、

時
の
う
つ
る
ま
で
泊
を
落
と
し
は
べ
り
ぬ
。
（
傍
線
は
林
に
よ
る
）

異
な
る
情
景
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の
―
つ
の

IIf能

性
と
し
て
塚
越
義
幸

(
2
0
0
 
0
)
は
、
『
杜
律
集
解
』
の
解
釈
を
跨
ま

え
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
「
平
泉
」
の
解
釈
を
し
て
い
る
。

藤
原
三
代
の
当
時
繁
栄
を
誇
っ
て
い
た
平
泉
が
、
荒
武
者
た
ち
の
無

意
味
な
戦
乱
に
よ
り
無
惨
に
荒
廃
し
、
都
市
の
機
能
を
失
い
、
そ
れ

を
強
調
す
る
か
の
よ
う
に
叢
だ
け
が
無
情
に
広
が
る
自
然
の
姿
が
眼

前
に
よ
み
が
え
る
。
お
の
ず
か
ら
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」
の
詩
情

が
初
彿
と
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
五
百
年
前
の
凄
惨
を
極
め
た
平
泉

の
山
河
の
世
界
か
ら
現
実
に
戻
る
と
、
梅
雨
空
に
く
す
ん
で
生
い
茂

る
く
さ
む
ら
だ
け
が
日
に
入
っ
て
く
る
。
自
然
と
は
な
ん
と
過
酷
な

存
在
か
と
実
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
18

「
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
の
情
景
を
、

「梅
雨
空
に
く
す
ん
で
生
い

茂
る
く
さ
む
ら
」
と
し
て
い
る
の
が
異
な
る
情
景
と
言
え
よ
う
。
高
等
学

校
ま
で
の
教
科
書
は
、

「春
望
」
の
首
聯
に
詠
ま
れ
情
景
を
、
主
と
し
て

「
長
安
は
破
壊
さ
れ
て
も
、
昨
春
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
青
々
と
生
い
茂
げ

る
草
木
」
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
典
拠
と
す
る
「
平
泉
」

の
章
段
で
、
芭
蕉
の
眼
前
に
広
が
る
情
景
も
「
青
々
と
生
い
茂
る
く
さ
む

ら
」
と
す
る
の
が
主
流
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
の
「
語
文
」
の
教
科
書
が
参
照
し
て
い
る
司
馬
光
の
「
人
」

と
「
自
然
」
の
対
比
を
踏
ま
え
る
と
、
「
平
泉
」
章
段
も
異
な
る
視
点
で

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
日
本
と
中
国
の
比
較
で
あ
る
と
同
時
に
、

現
代
の
日
本
人
と
元
禄
の
日
本
人
と
の
比
較
で
も
あ
る
。

③
和
漢
比
較
文
学
入
門
期
の
指
導
の
実
際

大
学
に
お
い
て

「和
漢
比
較
文
学
研
究
」
の
よ
う
な
講
義
の
導
入
に
「
春

望
」
を
扱
う
際
、
学
生
に
は
次
の
よ
う
な
考
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
お

き
た
い
。
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〈
考
察
の
ポ
イ
ン
ト
〉

•

高
校
ま
で
に
、
「
春
望」
（特
に
首
聯
の
解
釈
）
を
ど
の
よ
う
に
教
わ
っ

て
き
た
か
。

•
中
国
の
指
導
書
に
あ
る
よ
う
な
解
釈
を
ど
う
考
え
る
か
。

•
日
本
人
が
首
聯
か
ら
想
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
か
。

•
首
聯
の
情
景
を
色
で
表
現
す
る
と
何
色
か
。

筆
者
は
、
今
年
度
、
本
学
の
第
4
学
期
に
「
漢
文
学
中
国
文
学
研
究
I

（
和
漢
比
較
文
学
）
」
（
3
年
次
選
択
）
を
担
当
す
る
。
学
生
と
の
や
り
取

り
の
中
で
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
の
か
機
会
が
あ
れ
ば

実
践
報
告
と
課
題
の
検
証
を
し
た
い
。

2
0
1
3
年
度
に
も
、
本
学
「
漢
文
学
研
究
I
」
(
2
年
次
選
択
）
の

導
入
部
で
、
「
春
望
」
の
首
聯
の
解
釈
を
扱
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、

中
国
人
留
学
生
か
ら
「
日
本
人
は
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
都
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
よ
う
だ
が
、
長
安
が
戦
場
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
や
、
「
中
国
の

建
物
は
日
本
の
よ
う
に
燃
え
や
す
く
な
い
の
で
、
焼
け
野
原
に
は
な
ら
な

い
。」

と
い
う
よ
う
な
意
見
が
出
た
。
日
本
人
の
学
生
か
ら
も
、
「
日
本
史

で
「
応
仁
の
乱
」
を
学
習
し
た
の
で
、
長
安
も
京
都
の
よ
う
に
長
い
間
戦

場
に
な

っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
た
。
」
や

「現
代
文
で
芥
川
の
「
羅
生
門
l

を
や
っ
た
か
ら
、
そ
の
荒
廃
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
て
い
た
」
等
の
発

言
が
あ
り
、
予
想
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
や
は
り
、
馴
染
み
の

あ
る
作
品
か
ら
は
、
学
習
者
自
身
の
文
化
的
背
景
や
経
験
に
基
づ
く
発
想

が
得
や
す
く
、
比
較
文
学
の
教
材
に
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

今
年
度
の
講
義
で
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
自
分
た
ち
が
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
た
の
か
考
察
さ
せ
た
い
。
上
記
の
よ
う
な
経
験
的

要
因
の
他
に
、
詩
中
の

「蜂
火
連
三
月
」
等
の
語
句
の
解
釈
を
検
証
し
て

み
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
作
品
に
甚
づ
い
た
議
論
を
試
み
た
い
と
も
考
え

て
い
る
。
こ
の
講
義
に
は
、
中
国
と
台
湾
か
ら
の
留
学
生
も
若
干
名
参
加

し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
意
見
も
積
極
的
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

近
年
、

H
本
の
若
者
は
内
向
き
志
向
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

何
も
日
本
の
若
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
的
な
潮
流
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
自
国
の
文
化
や
異
文
化
に
対
す
る
無
知
と
無
関
心
が
、
こ
れ

に
拍
車
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
自
国
と
他
国
の
文

化
を
尊
重
す
る
に
は
、
ま
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
学
の
学
生
と
は
、
「
漢
文
学
」
や
「
和
漢
比
較
文
学
」
が
そ
の
第
一

歩
で
あ
る
い
う
共
通
認
識
を
持
っ
て
講
義
を
進
め
て
い
き
た
い
。
比
較
す

る
の
は
、
優
劣
を
つ
け
る
た
め
で
は
な
い
。
深
く
学
び
、
そ
の
成
果
を
将

来
に
生
か
す
た
め
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
講
義
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈注
〉

l

『高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
」
（
文
部
科
学
省
平
成
22
年）

38
頁
の

「第
1

「国
語
総
合
」
4
内
容
の
取
扱
い
固
イ
古
典
の
教
材
」
を
参

照
の
こ
と
。

2
醤
き
下
し
文
を
元
の
漢
文
（
原
文
）
に
復
元
す
る
こ
と
を
「
復
文
」
と
呼
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ん
で
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
漢
文
読
解
と
漢
作
文
た
め
の
訓
練
法
と
さ
れ
て

き
た
。
近
年
、
そ
の
効
果
が
見
直
さ
れ
大
学
や
一
部
の
高
等
学
校
等
で
実
践

さ
れ
て
い
る
。

3

中
国
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
新
中
国
中
小
学
教
材
建
設
史

(
1
9
4

9
ー
2
0
0
 
0
)

研
究
叢
書

『小
学
語
文
巻
」
『
同
中
学
語
文
巻
j

(
課
程
教

材
研
究
所
絹
著
人
民
教
育
出
版
社

2
0
1
0
年
）
の
「
総
説
」
、
国
立
教

育
政
策
研
究
所
報
告
II
「教
科
書
制
度
と
教
育
事
情

m中
国
」
（
出
典
は

『諸

外
国
の
教
育
動
向
2
0
0
 
7
年
度
版
』（
藤
井
和
男
明
石
書
店

2
0
0
 

8
)）
、
同
研
究
所
報
告
曾
4

「
諸
外
国
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
~
近
年

の
動
向
を
踏
ま
え
て
ー
」
（
平
成
21
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
調
査
研
究
報
告

苔

研

究

代

表

勝

野

頼

彦

2
0
1
3
年
）
、
教
育
調
査
第
142
集
「
中
国

固
家
中
長
期
教
育
改
革
•
発
展
計
画
綱
要
(
2
0
1
0ー
2
0
2
0

年
）
」
（
文

部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
調
査
企
画
課

2
0
1
1
年
）
等
を
参
考
に
し
た
。

4

『
漢
詩
ー
美
の
在
り
か
ー
」
（
松
浦
友
久
著
岩
波
文
庫

2
0
0
 
2
年）

の
238
頁
。

5

『小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
篇
』
（
文
部
科
学
省

2
0
0
 
8
年）、

『小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
篇
』
（
文
部
科
学
省

2
0
1
0
年）

6

「
語
文
一
年
級
上
冊
」
（
課
程
教
材
研
究
所
綴
著
人
民
教
育
出
版
社

2

0
0
1
年
検
定
審
議
済
2
0
1
1
年
4
月
第
20
次
印
刷
）
の

74
頁
。

7

「
李
白
の
「
静
夜
思
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
中
国
で
の
本
文
と
解
釈
を
視
野
に
入

れ
て
ー
」
（
「
早
稲
田
教
育
評
論
第
26
巻
第
1
号
」
丁
秋
郷

2
0
1
2
年）、

「
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
j

（
松
浦
友
久
編
著
大
修
館
書
店

1
9
8
7
年
）

の
679
頁
等
で
論
証
さ
れ
て
い
る
。

8

日
本
の
高
等
学
校
に
相
当
す
る
。

9

「
杜
甫
ノ
ー
ト
]
（
新
潮
社

1
9
5
4
年
）
の

1451146
頁。

10

原
文
は
、

「
昏
、
一
種
束
髪
的
首
飾
」
と
あ
る
。
（
た
だ
し
、
簡
体
字
で
表

記
さ
れ
て
い
る
。
）

11

中
華
経
典
詩
話

『六
一
詩
話
温
公
続
詩
話
l

(

〔
宋
〕
欧
賜
脩
・
川
馬
光

撰
著
中
華
書
局

2
0
1
4
年
）
の

1371133
頁
。

岩
波
書
店

12

『
杜
甫
」
（
川
合
康
一――

13

同
上
。

14

「
杜
甫
「
春
望
」
と
い
う
教
材
」
（
「
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
紀

要
第
6
号」

2
0
1
4
年

3
月）

15

同
上
。

16

「
唐
詩
深
読
み
ー
名
作
を
読
み
込
め
ば
ー」

（「新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
第

58
号
」
全
国
漠
文
教
育
学
会

2
0
1
4
年）

17

日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書

『お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
」
（
尾
形
仇
著
角

川
害
店

2
0
0
1
年
）
に
依
る
。

18

「
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」

（
「野
州
国
文
学
j
65

平
成
12
年
3
月）

2
0
1
2
年
）
の

92
頁
。
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